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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

　

回次
第63期

第３四半期連結
累計期間

第64期
第３四半期連結
累計期間

第63期
第３四半期連結
会計期間

第64期
第３四半期連結
会計期間

第63期

会計期間

自　平成21年
　　３月１日
至　平成21年
　　11月30日

自　平成22年
　　３月１日
至　平成22年
　　11月30日

自　平成21年
　　９月１日
至　平成21年
　　11月30日

自　平成22年
　　９月１日
至　平成22年
　　11月30日

自　平成21年
　　３月１日
至　平成22年
　　２月28日

売上高 (千円) 10,279,85310,179,3343,495,6843,383,11213,593,440

経常利益 (千円) 400,156 131,837 126,811 21,642 366,925

四半期(当期)純利益 (千円) 339,602 141,925 123,316 39,651 232,146

純資産額 (千円) ― ― 3,252,2103,258,2023,160,483

総資産額 (千円) ― ― 10,414,45610,595,99910,984,240

１株当たり純資産額 (円) ― ― 204.76 205.16 199.00

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 21.38 8.94 7.76 2.50 14.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 31.2 30.7 28.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 336,423 467,359 ― ― 535,992

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △537,220△174,400 ― ― △544,627

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △188,933△196,506 ― ― 38,751

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 736,4371,243,0531,150,821

従業員数 (人) ― ― 374 389 366

 (注)１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

     ２ 潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、 記載しておりませ

　ん。

　　 ３ 従業員数は、出向者を除き、就業人員を記載しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(人) 389〔122〕

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員、パートタイマー及び派遣社員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員は〔　〕内に外数で記

載しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(人) 353〔 95〕

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員、パートタイマー及び派遣社員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員は〔　〕内に外数で記載し

ております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を製品別に示すと、次のとおりであります。
　

製品別 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

複合フィルム 2,119,840 △3.5

単体フィルム 154,696 △5.1

その他 ― △100.0

合計 2,274,536 △6.5

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　その他につきましては、当第三四半期より連結子会社の工場の一部の稼動を停止しております。

　
(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を製品別に示すと、次のとおりであります。
　

製品別 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

複合フィルム 2,332,757 4.9 1,792,931 2.5

単体フィルム 182,187 △13.4 73,856 △32.6

その他 ― △100.0 ― △100.0

合計 2,514,944 △0.1 1,866,787 △0.5

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　その他につきましては、当第三四半期より連結子会社の工場の一部の稼動を停止しております。

　
(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を製商品別に示すと、次のとおりであります。
　

製商品別 金額(千円) 前年同四半期比（％）

複合フィルム 2,214,912 2.0

単体フィルム 418,266 △26.5

容器 211,072 4.3

その他 538,861 △2.4

合計 3,383,112 △3.2

(注) 主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりであります。
　

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

久光製薬㈱ 542,008 15.5 492,103 14.6
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２ 【事業等のリスク】

　

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

　　　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調を維持しているものの、デフレ

や長期化する円高の影響など、企業の収益環境は依然として厳しく、先行き不透明な状況で推移しま

した。

　このような状況のなか当社グループは、原材料の上昇を内部コスト削減にて吸収するため、グルー

プ内での生産性の向上や業務の効率化を進め経費削減に努めるなど収益の向上に取組んでまいりま

した。

　この結果、売上高は33億８千３百万円、損益面では営業利益２千７百万円、経常利益２千１百万円、

四半期純利益３千９百万円となりました。

(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて３億８千８百万円減

少し、105億９千５百万円となりました。これは、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったこと

による影響から、受取手形及び売掛金が減少したことや資金調達方法変更に伴うその他流動資産の

減少などによるものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べて４億８千５百万円減少し、73億３千７百万円とな

りました。これは、総資産の増減と同様に前連結会計年度末日が金融機関の休日であったことから、

未払金が減少したことや、長期借入金の返済によるものであります。

　純資産は、利益剰余金の増加により、前連結会計年度末に比べて９千７百万円増加し、32億５千８百

万円となりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の四半期末残高は、第２四半連結会計

期間末より６千１百万円減少し、12億４千３百万円となりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローについては、主に減価償却費や仕入債務の増加額が売上債権の

増加額及び未払金の減少額を上回り、９千６百万円の増加（前年同期は１億６千１百万円の増加）

となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローについては、主に有形固定資産の取得による支出及び売却によ

る収入により、３千９百万円の減少（前年同期は２億１千３百万円の減少）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローについては、主に借入金の返済により、１億１千７百万円の減

少（前年同期は１千６百万円の増加）となりました。　
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

　 　当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は31,695千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除去等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 45,610,000

計 45,610,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,902,50015,902,500福岡証券取引所 単元株式数　1,000株

計 15,902,50015,902,500― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年９月１日～
平成22年11月30日

― 15,902,500 ― 1,807,750 ― 786,011

　

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年８月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式) 

― ―
普通株式　21,000

完全議決権株式(その他) 普通株式　15,844,000 15,844 ―

単元未満株式 普通株式    　37,500― ―

発行済株式総数 15,902,500― ―

総株主の議決権 ― 15,844 ―

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式 149株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
丸東産業株式会社

福岡県小郡市干潟
892番地1

21,000　　　　 ― 21,000 0.13

計
― 21,000 ― 21,000 0.13

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　３月 　４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 115 122 111 161 134 130 130 103 104

最低(円) 100 103 103 110 116 130 130 90 99

(注)　最高・最低株価、福岡証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１

日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,243,053 1,150,821

受取手形及び売掛金 2,928,391 ※３
 3,124,158

商品及び製品 603,305 557,650

仕掛品 298,986 312,253

原材料及び貯蔵品 71,017 59,885

その他 77,815 295,020

貸倒引当金 △41,021 △39,610

流動資産合計 5,181,547 5,460,179

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,594,306 2,716,315

機械装置及び運搬具（純額） 929,896 938,106

土地 1,080,980 1,107,085

その他（純額） 64,383 63,370

有形固定資産合計 ※１
 4,669,566

※１
 4,824,877

無形固定資産 94,774 43,977

投資その他の資産

投資有価証券 618,059 616,340

その他 90,160 107,874

貸倒引当金 △58,109 △69,010

投資その他の資産合計 650,110 655,205

固定資産合計 5,414,451 5,524,060

資産合計 10,595,999 10,984,240

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,132,089 ※３
 1,965,312

短期借入金 2,612,973 2,557,844

1年内返済予定の長期借入金 364,236 360,467

未払金 1,044,517 1,530,102

未払法人税等 39,504 24,814

賞与引当金 79,451 30,663

その他 382,316 ※３
 440,082

流動負債合計 6,655,087 6,909,285

固定負債

長期借入金 233,439 459,372

退職給付引当金 353,392 358,356

役員退職慰労引当金 35,860 27,980

その他 60,018 68,762

固定負債合計 682,709 914,470

負債合計 7,337,797 7,823,756
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,807,750 1,807,750

資本剰余金 786,011 786,011

利益剰余金 633,508 523,347

自己株式 △2,359 △2,325

株主資本合計 3,224,910 3,114,782

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 83,194 87,828

為替換算調整勘定 △49,903 △42,127

評価・換算差額等合計 33,291 45,701

純資産合計 3,258,202 3,160,483

負債純資産合計 10,595,999 10,984,240
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 10,279,853 10,179,334

売上原価 8,563,964 8,723,366

売上総利益 1,715,889 1,455,967

販売費及び一般管理費 ※
 1,303,516

※
 1,331,974

営業利益 412,373 123,993

営業外収益

受取利息 118 103

受取配当金 16,050 20,838

投資有価証券割当益 － 8,680

その他 12,274 11,356

営業外収益合計 28,443 40,978

営業外費用

支払利息 21,246 19,460

手形売却損 6,697 4,041

その他 12,716 9,633

営業外費用合計 40,660 33,134

経常利益 400,156 131,837

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,197 11,907

役員退職慰労引当金戻入額 440 －

固定資産売却益 － 18,660

特別利益合計 1,637 30,568

特別損失

固定資産除売却損 － 2,279

たな卸資産評価損 51,504 －

投資有価証券評価損 271 3,656

特別損失合計 51,776 5,936

税金等調整前四半期純利益 350,017 156,469

法人税、住民税及び事業税 11,931 35,978

法人税等調整額 △1,517 △21,434

法人税等合計 10,414 14,544

四半期純利益 339,602 141,925

EDINET提出書類

丸東産業株式会社(E00863)

四半期報告書

14/25



【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 3,495,684 3,383,112

売上原価 2,918,585 2,915,991

売上総利益 577,098 467,121

販売費及び一般管理費 ※
 440,854

※
 439,421

営業利益 136,243 27,699

営業外収益

受取利息 30 26

受取配当金 2,342 961

為替差益 － 1,938

その他 4,614 14

営業外収益合計 6,987 2,940

営業外費用

支払利息 6,700 5,941

手形売却損 1,869 1,652

為替差損 5,359 －

その他 2,489 1,405

営業外費用合計 16,419 8,998

経常利益 126,811 21,642

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 3,810

固定資産売却益 － 18,660

投資有価証券割当益 － 82

特別利益合計 － 22,553

特別損失

固定資産除売却損 － 2,279

投資有価証券評価損 15 －

特別損失合計 15 2,279

税金等調整前四半期純利益 126,795 41,916

法人税、住民税及び事業税 4,401 22,684

法人税等調整額 △923 △20,419

法人税等合計 3,478 2,265

四半期純利益 123,316 39,651
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 350,017 156,469

減価償却費 277,428 293,192

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,838 △8,634

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,181 △4,964

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,070 7,880

賞与引当金の増減額（△は減少） 46,107 48,788

受取利息及び受取配当金 △16,169 △20,941

支払利息 21,246 19,460

投資有価証券割当益 － △8,680

投資有価証券評価損益（△は益） 271 3,656

固定資産売却益 － △18,660

固定資産除売却損 － 2,279

売上債権の増減額（△は増加） 450,025 198,234

たな卸資産の増減額（△は増加） △19,038 △52,811

仕入債務の増減額（△は減少） △753,574 176,101

未払金の増減額（△は減少） △58,336 △445,570

その他の資産の増減額（△は増加） 3,215 243,874

その他の負債の増減額（△は減少） 38,400 △110,019

その他 △3,388 3,419

小計 358,294 483,072

利息及び配当金の受取額 15,950 20,775

利息の支払額 △20,679 △19,736

法人税等の支払額 △17,141 △16,752

営業活動によるキャッシュ・フロー 336,423 467,359

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △519,597 △150,857

有形固定資産の売却による収入 － 44,434

無形固定資産の取得による支出 － △62,588

投資有価証券の取得による支出 △5,850 △4,583

貸付金の回収による収入 550 550

その他 △12,322 △1,356

投資活動によるキャッシュ・フロー △537,220 △174,400

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 27,601 57,521

長期借入金の返済による支出 △184,664 △222,164

配当金の支払額 △31,768 △31,763

その他 △102 △100

財務活動によるキャッシュ・フロー △188,933 △196,506

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,224 △4,220

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △386,505 92,231

現金及び現金同等物の期首残高 1,122,943 1,150,821

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 736,437

※
 1,243,053
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました

「無形固定資産の取得による支出」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記すること

といたしました。なお、前第３四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含ま

れる「無形固定資産の取得による支出」は7,946千円であります。

 

【簡便な会計処理】

　　簡便な会計処理については、重要性が乏しいため記載を省略しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年2月28日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　5,494,628千円※１　有形固定資産の減価償却累計額  5,242,167千円

　

  ２　受取手形割引高                  573,854千円　            ―――――――――――――

　　　　　　――――――――――――― ※３ 期末日満期手形の会計処理については、手形交換日

をもって決済処理しております。

なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日で

あったため、次の期末日満期手形が期末残高に含

まれております。

受取手形　　　　　　　　　　   89,276千円　　　　

支払手形　　　　　　　　　　　177,704千円

設備関係支払手形

（流動負債「その他」）　　　　 12,274千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
  至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
  至 平成22年11月30日)

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

 
　　運搬費　　　　　　　　　　　　　 206,252千円
　　従業員給料　　　　　 　　　　　　428,566千円
　　賞与引当金繰入額     　　　　　　 32,271千円
　　退職給付引当金繰入額  　　　　　　31,084千円
   貸倒引当金繰入額　　　　　　　　　 4,413千円
 

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

 
　　運搬費　　　　　　　　　　　　　 207,726千円
　　従業員給料　　　　　 　　　　　　444,944千円
　　賞与引当金繰入額     　　　　　　 32,124千円
　　退職給付引当金繰入額  　　　　　　33,163千円
   貸倒引当金繰入額　　　　　　　　　 3,642千円
 

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日 
  至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日 
  至 平成22年11月30日)

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

 
　　運搬費　　　　　　　　　　　　　　67,248千円
　　従業員給料　　　　　 　　　　　　138,703千円
　　賞与引当金繰入額     　　　　　　 18,740千円
　　退職給付引当金繰入額  　　　　　　10,202千円
　 貸倒引当金繰入額　　　　　　　　　 5,559千円　　　　　　　　　　
 

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

 
　　運搬費　　　　　　　　　　　　　　65,404千円
　　従業員給料　　　　　 　　　　　　145,493千円
　　賞与引当金繰入額     　　　　　　 18,903千円
　　退職給付引当金繰入額  　　　　　　13,608千円

　　貸倒引当金繰入額　　             　3,642千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
　 至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
　 至　平成22年11月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

    (平成21年11月30日)

現金及び預金勘定 736,437千円

現金及び現金同等物 736,437千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

    (平成22年11月30日)

　　　 現金及び預金勘定 　 1,243,053千円

       現金及び現金同等物 　 1,243,053千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　

至　平成22年11月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 15,902,500

　
　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 21,149
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３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月27日
定時株主総会

普通株式 31,763 2 平成22年２月28日 平成22年５月28日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、

　配当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日）及び当第３四半期連結会計

期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成21年３

月１日　至　平成21年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11

月30日）においては、連結会社は、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種

同系列の包装資材を専ら製造販売及び仕入販売しているので、事業の種類別セグメント情報は作成して

おりません。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日）及び当第３四半期連結会計

期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成21年３

月１日　至　平成21年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11

月30日）においては、全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合がいずれも90％を超えてい

るため、所在地別セグメント情報を省略しております。

　
【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日）及び前第３四半期連結累計

期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日）においては、海外売上高が連結売上高の10％未満の

ため、海外売上高の記載を省略しております。

　

　　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）

　 　 　 （単位：千円）

　 アジア その他の地域 計

　Ⅰ　海外売上高 231,226 37,375 268,601

　Ⅱ　連結売上高 ― ― 3,383,112

　Ⅲ　連結売上高に占める海外
　　　売上高の割合（％）

6.8 1.1 7.9

　　（注）１．国又は地域の区分は、物理的近接度によっております。

　 　２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　 　（１）アジア・・・・・・香港、中国

　 　（２）その他の地域・・・オーストラリア

　　　　  ３．第２四半期連結会計期間において、海外売上高が連結売上高の10％を超えたため記載しており

　   ます。

　

　　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

　 　 　 （単位：千円）

　 アジア その他の地域 計

　Ⅰ　海外売上高 869,861 85,378 955,240

　Ⅱ　連結売上高 ― ― 10,179,334

　Ⅲ　連結売上高に占める海外
　　　売上高の割合（％）

8.5 0.8 9.4

　　（注）１．国又は地域の区分は、物理的近接度によっております。

　 　２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　 　（１）アジア・・・・・・香港、中国

　 　（２）その他の地域・・・オーストラリア

　　　　  ３．第２四半期連結累計期間において、海外売上高が連結売上高の10％を超えたため記載しており

　   ます。
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(有価証券関係)

当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではなく、前連結会計

年度の末日と比較して著しい変動がないため、記載を省略しております。

　

　　(デリバティブ取引関係)

当社グループの行っておりますデリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要なものでは

なく、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がないため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年2月28日)

　 　

１株当たり純資産額 205円16銭
　

　 　

１株当たり純資産額 199円00銭
　

　

２  １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自   平成21年３月１日 
 至　 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日 
 至   平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益 21円38銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益 8円94銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

（注）１株当り四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 339,602 141,925

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 339,602 141,925

普通株式の期中平均株式数(株) 15,883,426 15,881,461
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　第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  　平成21年９月１日 
 至　 平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自   平成22年９月１日 
 至　 平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益 7円76銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益 2円50銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
至  平成22年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 123,316 39,651

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 123,316 39,651

普通株式の期中平均株式数(株) 15,883,076 15,881,351

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

(リース取引関係)

リース取引開始日がリース取引に関する会計基準適用開始前の所有権移転外ファイナンス・リース

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期

間末におけるリース取引残高は前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記

載を省略しております。

　

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年１月７日

丸東産業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    久    留    和    夫    印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    馬    場    正    宏    印

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸東

産業株式会社の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸東産業株式会社及び連結子会社の平成21年

11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年１月７日

丸東産業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　
 
公認会計士    久    留    和    夫    印

　

　
指定有限責任
社員
業務執行社員

　
 
公認会計士    馬    場    正    宏    印

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸東

産業株式会社の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年11

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸東産業株式会社及び連結子会社の平成22年

11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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